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論文審査の結果の要旨 

 

１ 研究目的の評価 

本研究は、デング熱の媒介蚊として重要なネッタイシマカの地理的な移

動とヒトや物の移動との関連をフィリピンの島々を結ぶ航路の各港に生

息する蚊集団の遺伝子構成を観察することにより明らかにしようとした

もので、目的は十分に妥当である。 

 

２ 研究手法に関する評価 

フィリピン南西部の広域に散在する島々の港の間の地理的な距離、陸路

水路の別、海上あるいは陸上交通の量などを指標に 15 の港を選定し、各

港から遺伝解析に十分なサンプル数を収集し、適切な多型性を持ったマイ

クロサテライトマーカーを 7種使用して、各集団間の遺伝的な近縁性をア

レル頻度の差（Fst）により、また各集団の個体のゲノム構成の相違につ

いてはベイズクラスター解析により数値化し、各港間の交通物流量や人口

密度などとの関連を種々の統計学的解析法で解析したもので、研究手法も

妥当である。 

 

３ 解析・考察の評価 

上記手法で解析した結果、船舶による物流量および人口密度が上昇する

につれて各集団間の遺伝子流動度が高まることが明らかになった。本研究

は、媒介能を持たないようにした遺伝子改変媒介蚊の環境への放出による

生態系への影響や殺虫剤耐性媒介蚊の地理的な分布の拡大など逼迫した

問題を解決するために重要な情報を与えたもので、今後の進展が大いに期

待される。 

 

以上のように本論文は衛生昆虫生態学研究に貢献するところが大であ

り、審査委員は全員一致で博士（医学）の学位に値するものと判断した。 

 
 


